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傾斜埋入されたインプラントに対する作業用模型の精度
　　　　　　　　　　　　　　印象材 の硬度 がアナ ログの変位 に及ぼす影響





























求められ る1,2)。近年ではコー ド化 したヒーリング






トメン トの状態を正確に トランスファーす ること
を目的 として,臨 床応用の初期段 階から印象用
コーピングをパターン用レジンで固定することが
推奨 された4)。また,そ の後 も印象採得法につい
て種 々の検討5～8)がな され,オ ープン トレー用の
印象用コーピングをパターン用レジンで連結 した




























されたアバ ットメン トアナログを印象採得 してい
る。臨床においてはインプラン ト埋入部の解剖学
的制約から傾斜 させて埋入せざるを得ない症例12,13)
が存在 し,通常の症例 においても咬合平面に対 し
て傾斜することが報告 されている14～17)。また,傾
斜埋入 されたインプラン トに対する上部構造の印
象採得では,垂 直に埋入 された場合に比較 して再
現性が劣 る18～22)ことが示 されているため,イ ンプ
ラン トが傾斜 している場合について も作業用模型
における再現性を確認する必要がある。そこで本




　 1.基 準模 型 と印象採 得 システム
　 基準 模 型 は ス テ ン レス製金 型 によ り製作 した
(図1)。金 型 上面 の中央 部 に10.0mmの間 隔で
アバ ッ トメ ン トアナ ロ グ(Novel　Biocare)を頬
側 に30°傾 斜 させて2本 植 立 し,上 部構造 装着 部
と した(近 心側:S1,遠 心 側:s2)。ま た,　S1,
s2の延 長 線 上 の近 遠 心 側12.0mmの位 置 に測 定
基 準 のための ステ ンレス製 の基準 アナ ログを垂 直
に植立 した(近 心側:R1,遠 心側:R2)。
　 s1,　S2の印 象採得 には印象用 コー ピ ング(Novel
Biocare,29089)をパ タ ー ンレジ ン(ジ ーシ ー)
で連結 して用い た。 連結 した中央部 を薄型の レジ
ンデ ィスクで切 断 し,少 量 のパ ター ンレジンによ
り基準模 型上 で再度 連結 した。 またR1,　R2の ト
ランスフ ァーの ため基準 アナ ログ用 コー ピングを
製 作 し,ト レー連 結 部 にネ ジ 固定 した(図2)。
トレー連結 部 は,金 型 で製作 した個人 トレー外枠
とネジで連 結す る構 造 と した。基準模型 に印象 用
コー ピ ング と トレー連 結部 を設 置 した状 態でパ ラ
フィ ンワ ックス によ り リ リー フ し(図3),個 人
トレー外枠 との間隙 に常温重合 レジ ン(ト レー レ
ジ ンⅡ,松 風)を 填塞 して オープ ン トレー を製作
した。 トレー開 口部 は コ ー ピ ングの 固定 用 ス ク
リューが通過 す る程度 の大 き さと した(図4)。
　 2.印 象材 と印象採 得方法
　 印象採得 お よび作業 用模型 の製 作 は恒温恒湿 室
(室温22℃,湿 度50%)中 で行 った。 印 象材 と
して付 加 型 シ リコ ー ンゴ ム印象 材 を用 い た(表
1)。低 硬度 印象 材 にはエ グ ザ ミック スフ ァイ ン
　インジェクシ ョンタイプ(ジ ーシー,以 下IJ
と略す)を,高 硬度印象材 としてエグザインプラ
ン ト(ジーシー,以 下EIと 略す)を 採用 した。
高硬度印象材による印象採得に際 しては,臨 床術




を盛 り上げた個人 トレーを圧接 した。 さらに ト





IJのみ とし,高 硬度印象材 と同様 の手順 で印象
採得を行った。
　 3.作 業用模型の製作
　印象材硬化の1時 間後に,基 準模型から撤去 し
た個人 トレー印象面のS1,　s2部の印象用コーピ




フジロ ック,ジ ーシー(表1))を 注 入 した後
100%保湿箱で2時 間保管 した。ボクシング用金
型枠および個人 トレーを撤去 し測定 に供 した(図
6)。試料数は,低 硬度印象材による印象で製作
した模型(以 下IJ群),高硬度印象材による印象






ンジ上面 を計測 し,そ れ らの中点 をR1,　R2それ
ぞれの位置 とした。これらの計測結果から基準平
面を設定 し,R1,　R2を通る直線をX軸 とし,　R1
とR2の中点 を原点 とした。基準平面上でX軸 に
X,Y,　Z軸方向での変位量および三次元的変位
量 を算出した。また,基準模型に対す るX軸 方向,




て算 出 した。 計測値 の統計処理 にはstudent-t
テス トを用い,有 意水準はP<0.05とした。
直交する直線をY軸,基 準平面に直交する直線 を
Z軸として座標系 を設定 した(図7)。 プローブ
先端が直径1mmの 球形で あ り,　S1とS2が30°
傾斜 していることから,こ れらを直接計測す るの
が困難であったため,円 筒形の測定用ジグをスク




　 1.R1,　R2に対 す るS1,　S2の変位 量
　 基準 模型 に比 較 した作 業用模 型 でのS1,　S2の
変 位量(平 均 ±SD)は,　 IJ群,　EI群の順 にX
軸 方 向 で －28.3±23,1μm,－19.4±15.0μm,
Y軸 方 向 で －12.1±15.5μm,－1.3±16.0μm,
Z軸 方 向で －26.2±14.0μm,-5.2±19.0μmで
あ り,Z軸 方 向のみ で有意 な差 が認 め られ た(図
9)。また三 次元 的変 位 量 は,IJ群 で47.2±17.2
μm,EI群 で は33.0±13.3μmであ り,　IJ群,
　 3.S1,　S2間の相対的位置 の変化
　基 準模 型 に比較 した作業 用模 型 でのS1,　S2間
の相 対 的位置 の変 化量(平 均 ±SD)は,　 IJ群,
EI群 の 順 にX軸 方 向 で17.4±15.0μm,8.4±
10.0μm,Y軸方向で5.8±5.0μm,16.6±22.0μm,
Z軸 方 向 で4.3±4.0μm,17.6±11.0μmであ っ
た(図12)。 これ らか ら算 出 したs1,　s2間の相
対 的位置 の三次元 的変化量 は,IJ群 で19.6±13.2
μm,EI群 で27.6±15.1μmであ り,い ずれ にお
いて も群 間 に有意差 はなかった(図13)。
EI群間 に有意 な差が認 め られ た(図10)。
　 2.基 準模 型 に対 す るS1,　S2の角度 の変化
　基準模型 に比較 したs1,　S2の角度の変 化量(平
均 ±sD)は,　IJ群,　EI群の順 にX軸 方 向で －0.004
±0.020°,0.007±0.068°,　Y軸 方 向で0.15±0.087°,
0.073±0.044°で あ り,Y軸 方 向 に お いてIJ群,








元測 定 の基 準 と した上 で,S1,　S2の変 位 量 を算
出 した。 異 なる点 は,S1,　s2を頬舌 的 に30°傾 斜
させ たこ とで ある。
　 臨床 におけ るイ ンプ ラン ト体埋 入方向 の実態 に
関 して はい くつかの報告 が ある。 岡田 ら16)は,28
症例 を対 象 と した検索 で咬合 平面 に対す る埋 入角
度 は上顎 第一 小臼歯部 か ら第二大 臼歯部 まで,そ
れぞれ73.7°,77.2°,85.5°,83.7°と報 告 して い る。
また石浦14)は15症例 に対 し埋 入 され た複 数 イ ンプ
ラ ン ト体 間の 角 度 を調 べ,そ の 最大 値 が24.5°,
最小値 が0°で平均10.2°と述べ てお り,Diagoら13)
は,顎 骨の頬舌径 が不足す る症 例 に対 して傾斜埋
入 した39本の イ ンプ ラ ン ト体 で は,26°～30°傾
斜 して いる もの が8本 含 まれ てい た と して い る。
前述 の通 り,傾 斜埋 入 され たイ ンプラ ン ト体で は,
垂直 な場合 に比較 して上部構造 の印象採得 にお け
る再現性 が劣 る18～22)とされて お り,さ らに傾 斜角
度 が大 きいほ どその傾 向が強 い18～20)ことか ら,本
研 究 で は これ らの最 大値 を基 準 と してs1,　S2の
傾斜 角度 を30°に設定 した。
　 2.R1,　R2に対す るS1,　S2の変位量 につい て
　 R1,　R2に対 す るS1,　S2の三 次 元 的変 位 量 は
IJ群で47.2±17.2μm,　EI群で は33.0±13.3μm
で あ り,Z軸 方 向で の変位 量 と ともにIJ群 とEI
群 との 間 に有 意差 を認 めた。 またS1,　S2の角度
変 化は,X軸 方向 では印象材 間の差 がな く,Y軸
方 向 でIJ群,　EI群の 順 に0.15±0.087°,0.073
±0.044°で あ りIJ群,　EI群間に有意 な差 が認 め
られ た。計測値 の うち,低 硬度 印象材 にお けるY
軸,Z軸 方向の変位量 やX軸 方 向の角度変 化で は,
平均値 に対 してSD値 が著 しく大 きな値 とな った。
この原 因 と して,各 軸方 向の変位 量や角度変 化 は
大 き さのみな らず方 向に も意味 があ るた め,原 点
を中心 にプ ラス方向 とマ イナ ス方 向への変位 や変
化 が同程度 に生 じたこ とに よるもの と考 え られた。
　本 研究 の設 定で は,印 象撤去時 にお ける印象 材
の変形 や,ア バ ッ トメ ン トアナ ログを印象材 中の
印象 用 コー ピング にスク リュ ー締結後 に石膏硬 化
までの 間 におけ る重力 に よる変位 な どに よって,
印象用 コー ピ ングが印象材 中で傾斜 を強め る方 向
に変位 す ることが推 察 され,低 硬度印象 材 を使用
す るIJ群 で角度 変 化が大 き くな った もの と考 え
られた。 さらに,そ の結果 としてZ軸 方向の高
さを減 じたと推察 された。
　 垂直に埋入 されたインプラン ト体上のアバ ット










　 傾斜埋入 されたインプラン ト体の印象採得での
再現性 に関するこれまでの報告によると,茂 木18)
はインプラン ト体 の傾斜が15°の場合に作業模型















　 また,Z軸 方向でマイナス方向に変位 したため,



















　s1,　S2間の相対的位 置の三次元 的変化量 は,
IJ群では19.6±13.2μm,　EI群では27.6±15.1μm




































バ ッ トメン トアナログの変位に及ぼす影響 を検討
し,以下の結論を得た。
　 1.R1,　R2に対 するs1,　s2の三次元的変位
量 はIJ群 で47.2±17.2μm,　EI群で は33.0±



































T.:印 象 採 得,テ ィ シ ュ ー イ ン テ グ レ イ シ ョ ン
補 綴 療 法(関 根 　 弘,小 宮 山 彌 太 郎,吉 田 浩 一 訳);
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